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病院病院病院病院のののの理念理念理念理念

職員職員職員職員がががが働働働働きたいきたいきたいきたい、、、、働働働働いてよかったいてよかったいてよかったいてよかった、、、、

患者患者患者患者さんがかかりたいさんがかかりたいさんがかかりたいさんがかかりたい、、、、かかってよかったかかってよかったかかってよかったかかってよかった

地域地域地域地域がががが在在在在ってってってって欲欲欲欲しいしいしいしい、、、、在在在在るのでるのでるのでるので安心安心安心安心

といえるといえるといえるといえる医療医療医療医療をおこなうをおこなうをおこなうをおこなう。。。。

敬老の日講演会 開催報告

新任医師紹介
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Ⅰ

 

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

東

京

開

催

決

定 

 
 

リ

オ

デ

ジ

ャ

ネ

イ

ロ

の

Ｉ

Ｏ

Ｃ

総

会

で

、

二

〇

二

〇

年

の

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

開

催

地

に

、

東

京

が

選

定

さ

れ

ま

し

た

。

メ

ダ

リ

ス

ト

で

あ

る

ア

ス

リ

ー

ト

の

熱

い

思

い

が

届

い

た

と

い

う

こ

と

で

す

。

ま

た

滝

川

ク

リ

ス

テ

ル

さ

ん

の

、

“

お

も

て

な

し

”

と

安

倍

首

相

の

“

ア

ン

ダ

ー

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

（

管

理

さ

れ

て

い

る

）

”

が

流

行

語

に

な

り

そ

う

で

す

。 

 

素

晴

ら

し

い

演

説

で

あ

る

と

い

う

評

価

と

、

中

身

が

な

い

、

事

実

と

違

う

と

い

う

評

価

が

あ

り

ま

す

。 

 

私

が

危

惧

す

る

の

は

、

福

島

第

一

原

発

が

管

理

下

に

置

か

れ

て

い

る

と

い

う

首

相

の

発

言

で

す

。

世

界

中

の

だ

れ

も

、

“

管

理

下

に

置

か

れ

て

い

る

”

と

は

思

っ

て

い

ま

せ

ん

。

事

実

と

異

な

る

こ

と

を

、

一

国

の

首

相

が

明

言

し

た

こ

と

が

問

題

で

す

。

管

理

さ

れ

て

い

る

と

は

、

制

御

さ

れ

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

い

ま

だ

に

、

汚

染

水

が

外

部

に

漏

れ

て

、

地

下

に

、

海

水

に

漏

れ

て

い

ま

す

。

正

確

に

は

、

「

国

の

責

任

に

お

い

て

、

管

理

す

る

努

力 

     

力

を

し

て

い

ま

す

。

」

と

い

う

べ

き

で

あ

っ

た

と

思

い

ま

す

。 

 

多

様

な

価

値

観

や

考

え

方

が

あ

り

、

世

の

中

は

思

う

よ

う

に

な

ら

な

い

こ

と

ば

か

り

で

す

。

重

要

な

こ

と

は

、

言

葉

の

定

義

を

明

確

に

し

て

発

言

し

、

聴

取

す

る

こ

と

で

す

。

同

じ

言

葉

を

使

っ

て

も

、

意

味

が

異

な

れ

ば

意

思

の

疎

通

は

で

き

ま

せ

ん

。 

 

外

国

語

を

使

う

時

に

は

当

然

で

す

が

、

自

国

語

に

お

い

て

も

同

様

に

注

意

が

必

要

で

す

。

私

が

、

カ

タ

カ

ナ

を

さ

け

て

、

で

き

る

限

り

漢

字

と

ひ

ら

が

な

を

使

う

理

由

で

す

。

 

 

Ⅱ

 

自

分

自

身

を

「

管

理

」

す

る 

 
 

日

本

の

得

意

種

目

で

あ

る

、

野

球

、

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

、

レ

ス

リ

ン

グ

が

外

さ

れ

て

、

一

種

目

だ

け

が

復

活

す

る

と

い

う

こ

と

で

し

た

が

、

レ

ス

リ

ン

グ

が

復

活

し

ま

し

た

。

 

 

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

東

京

招

致

と

レ

ス

リ

ン

グ

復

活

採

用

に

向

け

て

、

獅

子

奮

迅

の

努

力

を

し

た

吉

田

沙

保

里

選

手

は

、

練

習

不

足

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

世

界

戦

十

四

連

勝

を

果

た

し

ま

し

た

。

心

身

共

に

完

全

に

「

管

理

下

」

に

お

い

た

こ

と

を

示

し

ま

す

。

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

に

は

三

十

四

歳

で

す

が

、

選

手

と

し

て

参

加

し

た

い

と

言

っ

て

い

ま

す

。

素

晴

ら

し

い

こ

と

で

あ

り

、

頭

が

下

が

り

ま

す

。

 

 

最

近

の

動

向

か

ら

は

、

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

は

参

加

す

る

こ

と

で

は

な

く

、

メ

ダ

ル

を

取

る

こ

と

に

意

義

が

あ

る

よ

う

に

思

い

ま

す

。

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

参

加

と

受

賞

は

、

超

一

流

の

証

で

も

あ

り

ま

す

。

自

分

自

身

を

管

理

で

き

た

も

の

の

み

に

そ

の

能

力

が

備

わ

り

ま

す

。

 

 

我

わ

れ

普

通

の

人

間

に

は

、

想

像

を

絶

す

る

努

力

・

精

進

が

あ

る

こ

と

と

思

い

ま

す

。

医

療

で

は

、

メ

ダ

ル

を

目

指

す

も

の

で

は

な

い

の

で

す

が

、

日

進

月

歩

の

医

学

・

医

療

と

急

速

に

変

化

す

る

社

会

情

勢

に

適

切

に

対

応

す

る

た

め

に

は

、

組

織

も

個

人

も

継

続

的

な

質

向

上

の

努

力

が

必

要

で

す

。

そ

の

意

味

で

は

、

組

織

管

理

、

個

人

管

理

が

必

須

で

す

。

 

 

Ⅲ

 

情

報

管

理

 

  
地

域

連

携

、

災

害

時

診

療

情

報

保

全

、

電

子

カ

ル

テ

を

は

じ

め

と

す

る

情

報

シ

ス

テ

ム

の

開

発

導

入

を

継

続

中

で

す

。

 

 

七

月

に

は

、

電

子

カ

ル

テ

を

更

新

し

て

機

能

が

向

上

し

ま

し

た

が

、

患

者

さ

ん

に

は

ご

不

便

を

お

か

け

し

た

部

分

も

あ

る

と

思

い

ま

す

。

 

 

医

療

情

報

の

基

本

は

、

診

療

情

報

・

診

療

記

録

（

カ

ル

テ

）

で

す

。

し

た

が

っ

て

、

診

療

情

報

管

理

の

た

め

に

は

、

診

療

記

録

を

正

し

く

記

載

し

、

正

し

く

管

理

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

当

院

で

は

、

医

療

情

報

・

診

療

記

録

管

理

を

重

視

し

、

医

療

情

報

管

理

室

を

設

置

し

て

、

専

門

職

を

配

置

し

て

お

り

ま

す

。

 

 

私

は

編

著

、

小

谷

野

、

高

野

（

旧

姓

 

中

島

）

、

他

で

、

十

月

頃

「

診

療

記

録

監

査

の

手

引

き

」

を

出

版

す

る

予

定

で

す

。

 

電

子

カ

ル

テ

を

再

構

築

し

、

情

報

の

利

活

用

に

努

め

て

お

り

ま

す

。

 

 

Ⅳ

 

近

況

報

告

 

  

敬

老

の

日

講

演

会

は

、

盛

況

裡

に

終

わ

り

ま

し

た

（

詳

細

は

後

述

）

。

 

 

厚

労

省

科

研

費

研

究

を

ま

と

め

、

「

院

内

医

療

事

故

調

査

の

指

針

」

を

出

版

予

定

で

す

。

 

 

四

月

以

降

の

新

入

職

員

研

修

と

リ

ー

ダ

ー

研

修

が

終

わ

り

、

秋

の

一

般

職

員

研

修

が

始

ま

り

ま

す

。 

 

多

少

の

騒

音

が

あ

っ

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

シ

ス

テ

ム

、

空

調

監

視

シ

ス

テ

ム

の

工

事

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 

ま

た

、

九

月

の

三

連

休

を

利

用

し

て

Ｃ

Ｔ

を

更

新

し

ま

し

た

。

画

像

再

構

成

が

早

く

な

り

、

機

能

が

向

上

し

ま

し

た

。

 

地

域

の

皆

様

の

ご

支

援

と

ご

協

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。
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地

域

地

域

地

域

地

域

のののの

皆

様

皆

様

皆

様

皆

様

へへへへ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理

事

長

理

事

長

理

事

長

理

事

長

・・・・

院

長

院

長

院

長

院

長 
 

 
 

 
 

 
 

飯飯飯飯    

田田田田    

修修修修    

平平平平    

「「「「

ア

ン

ダ

ー

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

ア

ン

ダ

ー

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

ア

ン

ダ

ー

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

ア

ン

ダ

ー

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

」」」」

のののの

意

味

意

味

意

味

意

味    



 

練

馬

総

合

病

院

で

は

、

敬

老

の

日

に

ち

な

み

、

「 

排

尿

障

害 

」

に

つ

い

て

講

演

会

を

開

催

し

、

多

く

の

方

に

参

加

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

 

主

催 

： 

公

益

財

団

法

人 

東

京

都

医

療

保

健

協

会 

練

馬

総

合

病

院 

後

援 

： 

練

馬

区 

日

時 

： 

平

成

二

十

五

年

九

月

十

八

日 

午

後

二

時

～

四

時

二

十

分 

会

場 

： 

練

馬

区

生

涯

学

習

セ

ン

タ

ー 

 

●

同

時

開

催 

午

後

一

時

か

ら

二

時

ま

で

の

間

、

ロ

ビ

ー

に

て

当

院

専

門

職

員

に

よ

る

各

種

相

談

（

服

薬

・

医

療

福

祉

・

栄

養

）

と

無

料

血

糖

測

定

を

行

い

ま

し

た

。

多

く

の

方

に

ご

利

用

い

た

だ

き

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 

              

プ

ロ

グ

ラ

ム

プ

ロ

グ

ラ

ム

プ

ロ

グ

ラ

ム

プ

ロ

グ

ラ

ム 

    

挨

 

拶 

： 

飯

田 

修

平    

練

馬

総

合

病

院

理

事

長 

御

挨

拶 

： 

佐

古

田

 

充

宏

 

様 

練

馬

区

長

代

理 

地

域

医

療

課

長 
御

挨

拶 
： 

白

戸

 

千

昭

 

様 

練

馬

区

医

師

会

副

会

長 

 

～～～～    

講講講講    

演演演演    

～～～～    

    

第

一

部

第

一

部

第

一

部

第

一

部    

「「「「    

排

尿

障

害

排

尿

障

害

排

尿

障

害

排

尿

障

害

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て    

」」」」    

    

① 

お

し

っ

こ

が

近

い

・

も

れ

る

・

出

な

い 

ど

う

し

よ

う 

泌

尿

器

科

医

師

 

朝

倉 

博

孝 

 

② 

尿

路

感

染

症

に

つ

い

て 

病

棟

看

護

師

 

関

川 

愛 

 

③ 
 

尿

も

れ

防

止

体

操 

理

学

療

法

士

主

任

 

土

屋 

理

枝

子 

 

第

二

部

第

二

部

第

二

部

第

二

部    

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン    

 

司

会

 
 

 
 

飯

田 

修

平 

練

馬

総

合

病

院

理

事

長 

    

パ

ネ

リ

ス

ト

 

朝

倉 

博

孝 

泌

尿

器

科

医

師 

関

川 

愛 

 
 

 
 

 
 

 

病

棟

看

護

師 

土

屋 

理

枝

子 

 
 

 
 

 
 

 
 

理

学

療

法

士

主

任 

 

閉

会

挨

拶

 
 

柳

川

 

達

生 

練

馬

総

合

病

院

副

院

長 

内

科

医

師 

 

（（（（    

補補補補    

足足足足    

））））    

 
「 
排

尿

障

害 

」

と

は 

 
 

尿

が

出

に

く

い

・

も

れ

る

・

出

る

回

数

が

多

い

な

ど

、

尿

の

出

方

に

よ

っ

て

何

ら

か

の

排

尿

困

難

が

み

ら

れ

る

症

状

を

排

尿

障

害

と

さ

れ

て

い

ま

す

。 
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敬

老

敬

老

敬

老

敬

老

のののの

日

講

演

会

日

講

演

会

日

講

演

会

日

講

演

会    

開

催

報

告

開

催

報

告

開

催

報

告

開

催

報

告

    

（受付ロビー） 

（泌尿器科 朝倉医師による講演） 

（パネルディスカッション） 



新

任

医

師

紹

介

新

任

医

師

紹

介

新

任

医

師

紹

介

新

任

医

師

紹

介

    

    

「「「「

呼

吸

器

内

科

呼

吸

器

内

科

呼

吸

器

内

科

呼

吸

器

内

科

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

」」」」    

内

科

医

師

 
 

豊

田

 

丈

夫

 

 

【【【【

概

要

概

要

概

要

概

要

】】】】    

    

呼

吸

器

内

科

は

、

肺

炎

、

気

管

支

喘

息

、

肺

結

核

、

慢

性

閉

塞

性

肺

疾

患

（

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

）

、

肺

が

ん

、

睡

眠

時

無

呼

吸

症

候

群

な

ど

の

呼

吸

器

疾

患

を

対

象

と

し

た

内

科

で

す

。 

呼

吸

器

疾

患

の

具

体

的

な

症

状

と

し

て

は

、

せ

き

、

た

ん

、

息

が

苦

し

い

、

胸

が

痛

い

と

い

っ

た

も

の

が

ま

ず

あ

げ

ら

れ

ま

す

。

 

熱

が

長

引

い

た

り

、

体

重

が

だ

ん

だ

ん

減

る

だ

け

と

い

う

よ

う

な

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

症

状

が

み

ら

れ

た

り

、

ま

た

特

別

な

症

状

が

な

く

て

も

、

健

康

診

断

の

レ

ン

ト

ゲ

ン

写

真

で

肺

に

異

常

な

影

が

み

つ

か

っ

た

、

禁

煙

を

し

た

い

、

睡

眠

中

に

呼

吸

が

止

ま

る

と

言

わ

れ

た

方

は

是

非

呼

吸

器

内

科

を

受

診

し

て

く

だ

さ

い

。 

 

【【【【

代

表

的

疾

患

代

表

的

疾

患

代

表

的

疾

患

代

表

的

疾

患

のののの

診

療

方

針

診

療

方

針

診

療

方

針

診

療

方

針

】】】】    

    

・

気

管

支

喘

息

：

内

服

薬

、

吸

入

薬

、

生

活

指

導

な

ど

で

で

き

る

限

り

発

作

が

起

こ

ら

な

い

よ

う

に

し

て

お

り

ま

す

が

、

重

症

発

作

が

起

こ

っ

た

場

合

は

適

宜

入

院

も

し

て

い

た

だ

き

ま

す

。 

・

慢

性

閉

塞

性

肺

疾

患

（

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

）

：

薬

物

療

法

お

よ

び

呼

吸

リ

ハ

ビ

リ

が

中

心

と

な

り

ま

す

が

、

重

症

の

場

合

は

在

宅

酸

素

療

法

と

い

っ

て

、

ご

自

宅

で

の

酸

素

吸

入

が

必

要

な

場

合

も

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

は

た

ば

こ

が

原

因

で

起

こ

る

疾

患

で

あ

り

、

喫

煙

中

の

方

は

ま

ず

は

禁

煙

が

必

要

で

す

。

 

ご

自

身

の

意

志

だ

け

で

禁

煙

で

き

な

い

場

合

は

禁

煙

外

来

も

受

診

し

て

い

た

だ

き

ま

す

。 

・

肺

炎

：

内

服

薬

や

外

来

で

の

点

滴

だ

け

で

治

療

で

き

る

場

合

も

あ

り

ま

す

が

、

あ

る

程

度

重

症

あ

る

い

は

高

齢

の

場

合

は

入

院

の

上

抗

菌

剤

の

点

滴

治

療

が

必

要

と

な

り

ま

す

。 

・

肺

が

ん

：

病

気

の

進

行

度

に

よ

り

標

準

的

治

療

を

行

っ

て

お

り

、

手

術

や

放

射

線

治

療

が

必

要

な

場

合

は

適

宜

適

切

な

施

設

に

ご

紹

介

い

た

し

ま

す

。

当

院

で

は

主

と

し

て

抗

が

ん

剤

に

よ

る

治

療

（

化

学

療

法

）

を

行

っ

て

い

ま

す

が

、

か

ら

だ

の

具

合

や

年

齢

、

ご

本

人

や

ご

家

族

の

お

気

持

ち

を

尊

重

し

て

苦

痛

を

と

る

治

療

（

緩

和

ケ

ア

）

の

み

を

行

う

場

合

も

あ

り

ま

す

。 

・

睡

眠

時

無

呼

吸

症

候

群

（

Ｓ

Ａ

Ｓ

）

：

睡

眠

中

に

繰

り

返

し

呼

吸

が

止

ま

る

Ｓ

Ａ

Ｓ

は

、

放

置

し

て

お

く

と

心

臓

病

、

高

血

圧

、

脳

卒

中

、

糖

尿

病

な

ど

様

々

な

疾

病

を

引

き

起

こ

し

ま

す

。 

ま

た

日

中

に

眠

気

を

誘

発

す

る

為

、

交

通

事

故

、

産

業

事

故

を

高

率

に

引

き

起

こ

す

と

し

て

最

近

注

目

を

浴

び

て

い

ま

す

。 

当

院

で

は

ま

ず

、

外

来

で

簡

単

に

で

き

る

検

査

を

受

け

て

い

た

だ

き

、

そ

の

結

果

に

よ

り

、

一

泊

入

院

が

必

要

な

精

密

検

査

（

Ｐ

Ｓ

Ｇ

）

を

受

け

て

い

た

だ

く

場

合

も

あ

り

ま

す

。

検

査

の

結

果

、

重

症

度

に

応

じ

た

治

療

を

行

い

ま

す

。 

 

外

来

診

察

日

外

来

診

察

日

外

来

診

察

日

外

来

診

察

日    

・

月

曜

午

後

・

水

曜

午

前

・

木

曜

午

後 

（

木

曜

午

後

は

禁

煙

、

睡

眠

時

無

呼

吸

症

候

群

の

み

と

な

り

ま

す

）

、 

・

金

曜

午

前 

担

当

医

担

当

医

担

当

医

担

当

医    

豊

田

 

丈

夫    

日

本

呼

吸

器

学

会

認

定

呼

吸

器 

専

門

医

・

指

導

医 
日

本

感

染

症

学

会

認

定

感

染

症 

専

門

医

・

指

導

医 

日

本

内

科

学

会

認

定

総

合

内

科 

専

門

医

・

指

導

医 

日

本

医

師

会

認

定

産

業

医 

イ

ン

フ

ェ

ク

シ

ョ

ン

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

ド

ク

タ

ー

（

Ｉ

Ｃ

Ｄ

） 

皮

膚

科

皮

膚

科

皮

膚

科

皮

膚

科

    

西

本

西

本

西

本

西

本    

周

平

周

平

周

平

周

平    

                         

皮

膚

科

に

常

勤

で

赴

任

し

た

西

本

周

平

で

す

。

 

こ

れ

ま

で

勤

務

し

て

い

た

慶

應

大

学

病

院

で

は

皮

膚

疾

患

全

般

に

わ

た

る

診

療

に

加

え

て

、

慢

性

炎

症

性

疾

患

で

あ

る

乾

癬

の

診

療

お

よ

び

研

究

に

力

を

い

れ

て

き

ま

し

た

。

    

７

月

１

日

付

け

で

練

馬

総

合

病

院

に

て

勤

務

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

が

、

生

ま

れ

育

ち

が

練

馬

区

で

、

生

ま

れ

育

っ

た

練

馬

の

地

で

働

け

る

こ

と

を

嬉

し

く

思

っ

て

お

り

ま

す

。

 

皮

膚

科

が

対

象

と

す

る

皮

膚

疾

患

は

、

ち

ょ

っ

と

塗

り

薬

を

塗

れ

ば

治

っ

て

し

ま

う

病

気

か

ら

、

長

期

に

わ

た

っ

て

付

き

合

っ

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

病

気

、

か

ゆ

い

病

気

も

あ

れ

ば

痛

い

病

気

も

あ

り

、

し

こ

り

が
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診

療

科

紹

介

診

療

科

紹

介

診

療

科

紹

介

診

療

科

紹

介    



で

き

る

病

気

、

色

が

付

く

な

ど

し

て

見

た

目

が

気

に

な

る

病

気

な

ど

実

に

多

彩

で

す

。

 

皮

膚

は

見

え

る

が

故

に

患

者

さ

ん

に

も

分

か

り

や

す

い

一

方

で

、

一

見

す

る

と

見

た

目

が

似

て

い

て

も

実

は

違

う

病

気

で

治

療

方

法

が

正

反

対

と

い

う

病

気

も

中

に

は

あ

り

ま

す

。

 

皮

膚

で

お

困

り

の

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

ら

ぜ

ひ

皮

膚

疾

患

の

専

門

家

で

あ

る

皮

膚

科

に

ご

相

談

下

さ

い

。

 

       

皆

さ

ん

腰

の

病

気

や

け

が

と

い

う

と

ど

う

い

う

も

の

を

想

像

し

ま

す

か

？

我

々

が

日

々

診

療

し

て

い

て

よ

く

診

る

の

が

、

病

気

で

は

腰

部

脊

柱

管

狭

窄

症

で

、

け

が

で

は

胸

椎

や

腰

椎

の

圧

迫

骨

折

で

す

。 

腰

部

脊

柱

管

狭

窄

症

と

い

う

の

は

難

し

い

名

前

で

す

が

、

腰

に

あ

る

神

経

の

通

り

道

で

あ

る

脊

柱

管

が

狭

く

な

り

、

馬

尾

と

呼

ば

れ

る

神

経

の

束

や

、

神

経

根

と

呼

ば

れ

る

神

経

の

枝

が

圧

迫

さ

れ

て

、

そ

れ

ら

の

神

経

の

行

き

先

が

痛

く

な

っ

た

り

し

び

れ

た

り

、

ま

た

は

足

の

力

が

落

ち

て

き

た

り

す

る

病

気

の

事

で

す

。

ひ

ど

い

人

だ

と

お

し

っ

こ

も

出

に

く

く

な

っ

て

き

ま

す

。

数

年

前

に

み

の

も

ん

た

さ

ん

が

手

術

さ

れ

た

こ

と

で

こ

の

病

気

は

有

名

に

も

な

り

ま

し

た

。 

       

患

者

さ

ん

た

ち

か

ら

よ

く

耳

に

す

る

の

は

、

「

私

み

た

い

な

年

寄

り

は

手

術

な

ん

て

で

き

な

い

よ

」

と

か

、

「

手

術

す

る

と

車

い

す

の

生

活

に

な

る

っ

て

本

当

で

す

か

？

」

と

い

う

コ

メ

ン

ト

で

す

。

腰

部

脊

柱

管

狭

窄

症

と

い

う

病

気

は

あ

る

意

味

で

は

若

い

方

に

は

あ

ま

り

関

係

の

な

い

話

で

、

お

年

を

召

し

て

い

る

か

ら

こ

そ

か

か

る

病

気

の

一

つ

で

す

。

ま

た

、

病

気

と

い

う

の

は

正

し

い

表

現

で

は

な

く

、

こ

れ

ま

で

生

き

て

き

て

使

っ

て

き

た

証

拠

で

も

あ

り

ま

す

。

今

、

日

本

は

超

高

齢

化

社

会

へ

向

か

っ

て

い

ま

す

が

、

ま

す

ま

す

、

腰

部

脊

柱

管

狭

窄

症

に

か

か

る

患

者

さ

ん

の

数

は

多

く

な

る

で

し

ょ

う

。

今

後

我

々

脊

椎

外

科

医

の

腕

の

み

せ

ど

こ

ろ

は

、

こ

の

よ

う

な

お

年

を

召

し

た

腰

部

脊

柱

管

狭

窄

症

で

満

足

の

い

く

日

常

生

活

が

で

き

な

い

患

者

さ

ん

た

ち

を

手

術

に

よ

っ

て

い

か

に

楽

に

し

て

あ

げ

ら

れ

る

か

と

い

う

と

こ

ろ

だ

と

思

い

ま

す

。

持

病

が

あ

っ

た

り

す

る

こ

と

で

、

手

術

が

困

難

な

場

合

も

あ

り

ま

す

が

、

是

非

、

あ

き

ら

め

ず

積

極

的

に

治

療

を

受

け

る

こ

と

を

お

勧

め

し

ま

す

。

も

ち

ろ

ん

、

手

術

に

は

リ

ス

ク

は

つ

き

も

の

で

す

。

し

か

し

、

現

代

の

医

療

で

、

腰

部

脊

柱

管

狭

窄

症

の

手

術

を

受

け

て

ず

っ

と

車

い

す

の

生

活

に

な

っ

て

し

ま

う

可

能

性

は

限

り

な

く

ゼ

ロ

に

近

い

と

思

わ

れ

ま

す

。

我

々

医

師

は

勝

算

が

あ

る

か

ら

こ

そ

手

術

に

の

ぞ

む

わ

け

で

、

手

術

に

際

し

て

ど

の

よ

う

な

リ

ス

ク

が

あ

る

の

か

、

ど

の

よ

う

な

症

状

が

改

善

し

や

す

い

の

か

、

ど

の

よ

う

な

症

状

が

残

り

や

す

い

の

か

を

患

者

さ

ん

自

身

が

よ

く

聞

い

て

、

最

終

的

に

は

ご

自

身

の

信

頼

で

き

る

医

師

に

治

療

を

委

ね

ら

れ

る

こ

と

を

お

勧

め

し

ま

す

。 

次

に

背

骨

の

圧

迫

骨

折

に

つ

い

て

お

話

し

し

ま

し

ょ

う

。

圧

迫

骨

折

は

、

し

り

も

ち

を

つ

い

て

受

傷

さ

れ

る

こ

と

が

多

く

、

受

傷

し

た

時

は

あ

ま

り

に

腰

が

痛

く

な

り

、

一

人

で

歩

く

の

は

困

難

に

な

り

ま

す

。 
こ

の

背

景

は

骨

粗

鬆

症

と

い

う

骨

の

密

度

が

低

く

な

る

疾

患

が

ほ

と

ん

ど

で

す

。

骨

粗

鬆

症

も

年

齢

に

関

係

し

ま

す

か

ら

、

こ

の

ケ

ガ

も

ご

高

齢

の

方

に

特

有

の

も

の

で

す

。

た

だ

、

最

近

は

骨

粗

鬆

症

に

対

す

る

治

療

薬

も

色

々

と

開

発

さ

れ

、

二

十

年

前

と

比

較

す

る

と

劇

的

に

進

歩

し

ま

し

た

。

色

々

な

選

択

肢

が

あ

り

ま

す

の

で

、

骨

密

度

検

査

な

ど

で

結

果

が

あ

ま

り

良

く

な

か

っ

た

方

は

治

療

薬

に

関

し

て

医

師

と

よ

く

ご

相

談

し

て

、

圧

迫

骨

折

の

予

防

を

し

て

頂

い

た

方

が

よ

い

と

思

い

ま

す

。

そ

れ

で

も

、

圧

迫

骨

折

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

場

合

は

、

時

間

を

か

け

れ

ば

よ

く

な

る

こ

と

が

多

い

の

で

す

が

、

時

間

を

か

け

て

も

痛

み

が

治

ら

な

い

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

こ

う

い

う

患

者

さ

ん

た

ち

に

対

し

て

、

最

近

で

は

骨

セ

メ

ン

ト

と

い

う

体

内

で

固

ま

る

素

材

を

、

折

れ

た

背

骨

に

注

入

す

る

手

術

を

行

う

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

比

較

的

簡

便

な

手

術

で

、

こ

れ

に

よ

り

痛

み

も

劇

的

に

改

善

す

る

患

者

さ

ん

も

よ

く

見

受

け

ら

れ

ま

す

。 

し

か

し

、

圧

迫

骨

折

し

て

い

て

も

折

れ

方

や

他

の

背

骨

の

関

係

で

手

術

の

適

応

に

な

ら

な

い

場

合

も

あ

り

ま

す

し

、

重

篤

な

合

併

症

が

生

じ

る

こ

と

も

報

告

さ

れ

て

い

る

の

で

、

主

治

医

と

よ

く

ご

相

談

の

上

、

判

断

し

て

頂

い

た

方

が

よ

い

で

し

ょ

う

。 

こ

の

よ

う

に

今

後

の

日

本

の

高

齢

社

会

の

中

で

、

我

々

脊

椎

外

科

医

、

整

形

外

科

医

は

少

し

で

も

皆

様

の

健

康

に

長

生

き

し

た

い

と

い

う

思

い

を

か

な

え

ら

れ

る

よ

う

手

助

け

し

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

の

で

、

い

つ

で

も

ご

相

談

く

だ

さ

い

。 
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藤
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練

馬

総

合

病

院

創

傷

セ

ン

タ

ー

は

慢

性

創

傷

を

専

門

に

治

療

す

る

部

門

と

し

て

、

平

成

十

五

年

十

月

に

オ

ー

プ

ン

し

ま

し

た

。

慢

性

創

傷

と

は

六

ヶ

月

以

上

治

ら

な

い

傷

と

定

義

し

て

い

ま

す

が

、

急

激

に

悪

化

し

て

治

り

に

く

い

傷

、

適

切

な

治

療

を

し

な

い

と

重

症

化

す

る

可

能

性

が

高

い

傷

な

ど

を

含

め

て

対

象

と

し

て

い

ま

す

。 

米

国

で

は

以

前

か

ら

治

り

に

く

い

足

潰

瘍

な

ど

を

専

門

に

治

す

創

傷

セ

ン

タ

ー

が

す

で

に

多

数

存

在

し

て

い

ま

し

た

が

、

そ

れ

ま

で

日

本

に

は

慢

性

創

傷

を

専

門

に

治

す

施

設

は

ほ

と

ん

ど

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。 

日

本

で

も

糖

尿

病

患

者

の

増

加

な

ど

が

原

因

で

慢

性

創

傷

が

増

え

て

い

た

の

で

、

米

国

の

創

傷

セ

ン

タ

ー

と

提

携

し

て

、

開

設

時

に

ス

タ

ッ

フ

が

米

国

ま

で

治

療

法

を

学

び

に

行

っ

て

開

設

し

ま

し

た

。 

対

象

と

な

る

疾

患

は

糖

尿

病

性

足

壊

疽

や

潰

瘍

、

閉

塞

性

動

脈

硬

化

症

な

ど

の

動

脈

疾

患

に

伴

う

足

潰

瘍

、

静

脈

瘤

な

ど

の

静

脈

性

疾

患

に

伴

う

足

潰

瘍

、

そ

の

他

の

慢

性

創

傷

な

ど

で

す

。 

十

月

で

創

傷

セ

ン

タ

ー

は

開

設

十

周

年

を

迎

え

ま

し

た

。 

こ

の

間

に

延

べ

、

一

〇

〇

〇

人

以

上

の

慢

性

創

傷

の

患

者

を

診

察

、

治

療

し

て

き

ま

し

た

。

そ

の

中

で

糖

尿

病

性

足

潰

瘍

、

壊

疽

の

患

者

が

約

六

割

を

占

め

て

い

ま

す

。

以

前

と

比

べ

る

と

糖

尿

病

患

者

の

足

病

変

に

関

す

る

関

心

は

医

療

者

の

中

に

も

患

者

に

も

少

し

ず

つ

高

ま

っ

て

き

て

い

ま

す

が

、

ま

だ

ま

だ

糖

尿

病

を

診

て

い

る

す

べ

て

の

医

者

や

す

べ

て

の

糖

尿

病

患

者

が

足

病

変

に

関

心

を

も

っ

て

い

る

と

は

い

え

ま

せ

ん

。

な

か

な

か

足

の

傷

ま

で

気

が

回

ら

な

い

と

い

う

の

が

現

状

で

す

。

従

っ

て

糖

尿

病

性

足

潰

瘍

、

壊

疽

の

患

者

は

た

く

さ

ん

い

る

の

で

す

が

、

糖

尿

病

性

足

壊

疽

を

治

療

で

き

る

施

設

は

と

て

も

少

な

い

の

で

す

。 

当

院

と

同

じ

よ

う

に

創

傷

を

専

門

に

治

療

し

て

い

る

施

設

は

全

国

で

二

十

あ

ま

り

し

か

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

の

中

で

四

〇

〇

例

以

上

の

糖

尿

病

性

足

潰

瘍

、

壊

疽

を

治

療

し

て

い

る

の

は

全

国

で

も

ト

ッ

プ

レ

ベ

ル

の

実

績

で

す

。

糖

尿

病

性

足

壊

疽

は

治

り

に

く

い

の

で

入

院

し

て

か

ら

治

っ

て

退

院

す

る

ま

で

当

院

で

は

平

均

九

十

日

か

か

っ

て

い

ま

す

。

大

学

病

院

で

は

こ

れ

ほ

ど

長

期

間

入

院

治

療

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

の

で

す

。

糖

尿

病

で

足

壊

疽

に

な

る

と

す

ぐ

に

下

腿

切

断

を

勧

め

ら

れ

る

の

が

標

準

治

療

で

あ

る

中

で

、

な

ん

と

か

足

を

残

そ

う

と

日

々

努

力

、

研

鑽

し

て

い

ま

す

。 

糖

尿

病

性

足

壊

疽

患

者

の

治

癒

率

は

七

十

五

～

八

十

パ

ー

セ

ン

ト

程

度

で

す

。

こ

れ

だ

け

実

績

を

重

ね

て

も

二

割

以

上

の

方

は

足

を

残

せ

な

い

の

で

す

。 

で

す

か

ら

ひ

ど

く

な

る

前

に

創

傷

セ

ン

タ

ー

に

患

者

を

紹

介

し

て

も

ら

お

う

と

年

に

数

回

、

慢

性

創

傷

に

関

す

る

講

演

会

を

開

い

て

啓

蒙

活

動

を

続

け

て

い

ま

す

。 

十

一

年

目

を

迎

え

る

に

あ

た

っ

て

こ

れ

か

ら

も

さ

ら

に

が

ん

ば

っ

て

行

こ

う

と

、

ス

タ

ッ

フ

一

同

気

を

引

き

締

め

て

い

ま

す

。 
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完

全

予

約

制 

（

あ

ら
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Ⅰ

 

接

遇

と

は

 

 

人

と

人

と

が

接

す

る

と

き

に

「

あ

な

た

を

大

切

に

考

え

て

い

ま

す

」

と

い

う

事

を

表

現

し

て

、

相

手

と

の

人

間

関

係

を

作

り

上

げ

る

作

法

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

Ⅱ

 

看

護

職

に

接

遇

が

必

要

な

理

由

 

看

護

職

に

な

ぜ

、

接

遇

が

必

要

な

の

で

し

ょ

う

か

。

患

者

さ

ん

は

不

安

を

持

っ

て

病

院

を

訪

れ

ま

す

。

そ

の

た

め

、

医

療

者

の

ち

ょ

っ

と

し

た

態

度

や

言

葉

に

敏

感

に

な

っ

て

い

ま

す

。

 

ま

た

、

第

一

印

象

は

出

会

っ

て

三

～

五

秒

で

決

ま

る

と

い

わ

れ

、

そ

の

時

接

し

た

医

療

者

の

第

一

印

象

が

良

い

と

患

者

さ

ん

の

不

安

を

和

ら

げ

、

安

心

感

や

信

頼

感

へ

と

繋

が
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創

傷

創

傷

創

傷

創

傷

セ

ン

タ

ー

セ

ン

タ

ー

セ

ン

タ

ー

セ

ン

タ

ー

    
「

開

設

十

周

年

を

迎

え

ま

し

た

」

    

創

傷

セ

ン

タ

ー

長

 
 

井

上

 

聡

 



り

ま

す

。

だ

か

ら

こ

そ

、

患

者

さ

ん

が

安

心

し

て

医

療

を

受

け

ら

れ

る

よ

う

に

す

る

た

め

に

、

患

者

さ

ん

と

一

番

長

く

接

す

る

看

護

職

は

日

頃

か

ら

高

い

接

遇

力

を

身

に

付

け

て

お

く

事

が

必

要

で

す

。

 

 

Ⅲ

 

メ

ッ

セ

ー

ジ

の

伝

わ

り

方

 

〈

メ

ラ

ビ

ア

ン

の

法

則

〉

 

人

は

情

報

の

ほ

と

ん

ど

を

「

視

覚

情

報

」

か

ら

得

て

い

る

と

い

う

概

念

。

 
 

＝

表

情

し

ぐ

さ

・

姿

勢

・

身

だ

し

な

み

・ 

身

振

り

・

手

振

り

等

）

五

五

％

 

＋

語

調

・

話

し

方

（

言

い

方

・

声

の

調

子

・ 

溜

息

等

）

三

八

％

 

＋

言

葉

の

意

味

（

発

言

内

容

）

七

％

 

第

一

印

象

の

九

三

％

は

、

好

感

の

も

て

る

身

振

り

や

声

の

調

子

で

決

ま

り

ま

す

。

そ

の

た

め

、

非

音

声

言

語

（

非

言

語

的

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

）

が

重

要

で

あ

り

、

そ

の

印

象

に

あ

っ

た

言

葉

遣

い

や

挨

拶

が

必

要

で

す

。

 

心

は

「

目

に

見

え

る

形

」

を

求

め

ま

す

。

そ

し

て

、

伝

え

た

つ

も

り

で

は

な

く

「

伝

わ

っ

た

事

が

伝

え

た

事

」

と

な

る

事

を

私

た

ち

は

忘

れ

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

 

 

Ⅳ

 

非

音

声

言

語

（

非

言

語

的

 

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

）

と

は

？

 

１

 

表

情

（

笑

顔

）

 

美

し

い

表

情

は

「

心

」

を

表

し

、

相

手

に

心

地

良

さ

を

与

え

、

ま

た

、

笑

顔

は

相

手

に

対

し

て

心

を

開

い

て

い

る

サ

イ

ン

で

す

。

 

・

穏

や

か

な

表

情

の

ポ

イ

ン

ト

 

①

目

尻

が

下

が

り

気

味

に

な

る

。

 

②

口

の

両

端

（

口

角

）

が

上

が

る

（

口

角

を

五

ミ

リ

上

げ

る

と

微

笑

み

に

、

一

セ

ン

チ

上

げ

る

と

笑

い

に

な

る

）

 

③

相

手

の

目

を

優

し

く

見

る

（

ア

イ

コ

ン

タ

ク

ト

）

 

２

 

態

度

（

振

る

舞

い

）

 

相

手

の

立

場

に

立

っ

た

ふ

る

ま

い

は

患

者

さ

ん

に

安

心

感

を

与

え

ら

れ

ま

す

。

い

い

加

減

な

ふ

る

ま

い

や

対

応

は

、

患

者

さ

ん

に

不

安

や

不

信

感

を

与

え

ま

す

。

 

・

 

安

心

で

き

る

態

度

の

ポ

イ

ン

ト

 

①

目

線

を

合

わ

せ

て

話

す

 

②

何

か

を

や

り

な

が

ら

応

対

し

な

い

。

相

手

の

応

対

に

専

念

す

る

。

 

③

相

手

に

背

中

を

向

け

て

応

対

し

な

い

。

顔

だ

け

で

な

く

体

ご

と

向

け

る

。

 

 

Ⅴ

 

音

声

言

語

（

言

語

的

 

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

）

と

は

？

 

１

 

あ

い

さ

つ

 

あ

い

さ

つ

は

、

相

手

と

心

理

的

な

結

合

を

は

か

る

、

あ

る

い

は

維

持

す

る

と

い

う

大

切

な

役

割

を

担

っ

て

い

ま

す

。

 

・

あ

い

さ

つ

の

「

オ

ア

シ

ス

」

 

オ

：

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

ア

：

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

シ

：

「

失

礼

し

ま

す

」

の

礼

儀

あ

る

姿

勢

 

ス

：

「

す

み

ま

せ

ん

」

の

率

直

な

態

度

 

２

 

言

葉

遣

い

 

不

適

切

な

言

葉

の

使

い

方

は

、

相

手

に

不

快

感

を

与

え

て

し

ま

う

だ

け

で

な

く

品

位

を

失

墜

さ

せ

、

病

院

全

体

の

印

象

に

も

影

響

を

与

え

て

し

ま

い

ま

す

。

そ

の

為

、

職

場

生

活

の

基

本

動

作

と

し

て

習

得

し

て

お

く

必

要

が

あ

り

ま

す

。

 

①

丁

寧

語

（

丁

寧

に

表

現

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

相

手

に

敬

意

を

表

す

）

 

②

尊

敬

語

（

相

手

を

敬

っ

て

使

う

言

葉

）

 

③

謙

譲

語

（

自

分

が

へ

り

く

だ

る

こ

と

に

よ

っ

て

相

手

を

敬

う

言

葉

）

 

Ⅵ

 

ま

と

め

 

患

者

さ

ん

に

よ

り

よ

い

療

養

環

境

を

提

供

す

る

た

め

に

、

私

達

看

護

職

が

出

来

る

事

は

、

専

門

職

と

し

て

の

知

識

や

技

術

の

提

供

は

も

ち

ろ

ん

の

事

、

患

者

さ

ん

に

寄

り

添

う

気

持

ち

で

看

護

す

る

事

、

「

こ

の

患

者

さ

ん

は

今

何

を

欲

し

て

い

る

の

か

」

「

自

分

が

こ

の

患

者

さ

ん

だ

っ

た

ら

」

を

常

に

考

え

行

動

す

る

事

が

医

療

者

と

し

て

の

接

遇

で

す

。

 

ま

た

、

患

者

さ

ん

に

最

も

近

い

立

場

に

い

る

の

は

看

護

職

で

あ

り

、

患

者

さ

ん

の

不

安

や

思

い

を

受

け

止

め

患

者

さ

ん

の

ア

ボ

ゲ

イ

ド

（

権

利

擁

護

者

）

役

と

な

る

事

、

そ

れ

が

看

護

職

の

役

割

で

す

。

だ

か

ら

こ

そ

、

人

間

関

係

を

形

成

し

信

頼

関

係

を

築

く

上

で

接

遇

は

重

要

で

す

。

 

私

達

看

護

職

は

、

日

々

接

遇

を

意

識

し

患

者

さ

ん

と

関

わ

っ

て

い

く

努

力

を

重

ね

て

ま

い

り

ま

す

。

当

院

に

ご

来

院

の

際

、

何

か

お

気

づ

き

の

点

が

ご

ざ

い

ま

し

た

ら

遠

慮

な

く

お

声

掛

け

下

さ

い

。

 

 

四

階

病

棟

師

長

 

大

坪

 

弘

子
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健康被害者 ＰＭＤＡ 厚生労働大臣

薬事・食品衛生審議会

①給付請求

⑥決定通知給付

②判定の申出

⑤判定結果の通知

③諮問 ④答申

図：救済給付の流れ

健康被害者 ＰＭＤＡ 厚生労働大臣

薬事・食品衛生審議会

①給付請求

⑥決定通知給付

②判定の申出

⑤判定結果の通知

③諮問 ④答申

健康被害者健康被害者 ＰＭＤＡＰＭＤＡ 厚生労働大臣厚生労働大臣

薬事・食品衛生審議会薬事・食品衛生審議会

①給付請求

⑥決定通知給付

②判定の申出

⑤判定結果の通知

③諮問 ④答申

図：救済給付の流れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

医

薬

品

に

よ

る

副

作

用

に

は

、

胃

の

む

か

つ

き

や

眠

気

な

ど

軽

い

症

状

で

済

む

も

の

も

あ

れ

ば

、

入

院

が

必

要

と

な

る

ほ

ど

の

重

篤

な

副

作

用

も

あ

り

ま

す

。

そ

れ

ら

は

医

薬

品

を

正

し

く

使

用

し

て

い

て

も

、

副

作

用

の

発

生

を

防

止

で

き

な

い

場

合

が

あ

り

ま

す

。

そ

こ

で

、

医

薬

品

に

よ

る

健

康

被

害

に

対

し

て

救

済

す

る

制

度

が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

が

、

医

薬

品

副

作

用

被

害

救

済

制

度

と

生

物

由

来

製

品

感

染

等

被

害

救

済

制

度

で

す

。

み

な

さ

ん

ご

存

知

で

す

か

？ 

 １:

医

薬

品

副

作

用

被

害

救

済

制

度

っ

て

？ 

医

師

に

よ

り

処

方

さ

れ

た

医

薬

品

や

薬

局

な

ど

で

購

入

し

た

医

薬

品

を

正

し

く

使

用

し

た

に

も

関

わ

ら

ず

、

入

院

が

必

要

な

病

気

や

日

常

生

活

に

影

響

す

る

程

の

障

害

な

ど

の

健

康

被

害

を

救

済

す

る

制

度

で

す

（

表

を

参

照

）

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２:

生

物

由

来

製

品 

 
 

 
 

感

染

等

被

害

救

済

制

度

っ

て

？ 

生

物

由

来

製

品

に

は

輸

血

や

ア

ル

ブ

ミ

ン

な

ど

の

血

液

製

剤

が

あ

り

ま

す

。 

こ

れ

は

生

物

由

来

製

品

を

正

し

く

使

用

し

た

に

も

関

わ

ら

ず

、

入

院

が

必

要

な

病

気

や

日

常

生

活

に

影

響

す

る

程

の

障

害

な

ど

の

健

康

被

害

を

救

済

す

る

制

度

で

す

（

表

を

参

照

）

。 

●

ど

う

や

っ

て

請

求

す

る

の

？ 

 

給

付

の

請

求

は

、

副

作

用

に

よ

っ

て

重

篤

な

健

康

被

害

を

受

け

た

本

人

ま

た

は

そ

の

遺

族

が

直

接

、

医

薬

品

医

療

機

器

総

合

機

構

（

Ｐ

Ｍ

Ｄ

Ａ

＊

）

に

行

い

ま

す

。

Ｐ

Ｍ

Ｄ

Ａ

は

厚

生

労

働

大

臣

に

救

済

給

付

の

判

定

の

申

し

出

を

し

、

厚

生

労

働

大

臣

は

薬

事

・

食

品

衛

生

審

議

会

と

共

に

審

議

し

ま

す

。

そ

の

後

、

判

定

結

果

は

Ｐ

Ｍ

Ｄ

Ａ

に

通

知

さ

れ

、

Ｐ

Ｍ

Ｄ

Ａ

か

ら

給

付

を

受

け

取

る

こ

と

が

で

き

ま

す

（

図

を

参

照

）

。 

 

                 

＊ 

Ｐ

Ｍ

Ｄ

Ａ

は

国

（

厚

生

労

働

省

）

の

補

助

金

と

医

薬

品

製

造

販

売

業

者

の

一

般

拠

出

金

・

付

加

拠

出

金

か

ら

成

り

立

っ

て

い

ま

す

。

患

者

さ

ん

が

直

接

相

談

で

き

る

窓

口

も

あ

り

ま

す

。 

 

●

お

わ

り

に 

 

薬

は

医

師

・

薬

剤

師

の

指

示

通

り

正

し

く

服

用

し

ま

し

ょ

う

。 

副

作

用

の

救

済

制

度

に

関

し

て

不

明

な

点

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

医

師

や

薬

剤

師

に

相

談

し

ま

し

ょ

う

。 

 表  

    

1：医薬品副作用被害 

救済制度 

2：生物由来製品感染等

被害救済制度 

対象となる 

期間 

昭和昭和昭和昭和 55555555 年年年年 5555 月月月月１１１１日日日日以降

に発生した副作用によ

る病気・障害・死亡    

平成平成平成平成 16161616 年年年年 4444 月月月月１１１１日日日日以降

に発生した副作用によ

る病気・障害・死亡    

・法的予防接種による場合 

・製造販売業者などに損害賠償の責任が明らかな

場合 

・やむを得ず使用量を超えて使用した場合 

・請求期限が経過した場合 

・入院治療を要する程度でなかった場合 

・不適切な使用によるものである場合 

救済対象と 

ならない 

場合 

・対象外医薬品（抗癌剤抗癌剤抗癌剤抗癌剤

や免疫抑制剤免疫抑制剤免疫抑制剤免疫抑制剤など）によ

る場合 

  

給付内容 

医療費・医療手当て・障害に対する障害年金・障

害児童養育年金・死亡に対する遺族年金・遺族一

時金・葬祭料が該当 
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「

採

血

」

は

、

病

気

の

診

断

や

病

状

の

把

握

の

た

め

に

必

要

な

医

療

行

為

で

す

。 
 

 

基

本

的

に

は

安

全

性

の

高

い

手

技

で

す

が

、

ご

く

ま

れ

に

痛

み

が

し

ば

ら

く

続

い

た

り

、

し

び

れ

や

皮

下

血

腫

な

ど

が

起

き

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

医

師

は

、

採

血

に

よ

っ

て

得

ら

れ

る

情

報

が

、

採

血

に

伴

う

危

険

性

よ

り

重

要

で

あ

る

と

判

断

し

た

場

合

に

採

血

を

お

勧

め

し

て

お

り

ま

す

。 

 

●

安

全

安

全

安

全

安

全

の

た

め

ご

の

た

め

ご

の

た

め

ご

の

た

め

ご

協

力

協

力

協

力

協

力

く

だ

さ

い

く

だ

さ

い

く

だ

さ

い

く

だ

さ

い 

◇

次

に

該

当

す

る

患

者

さ

ん

は

、

採

血

前

採

血

前

採

血

前

採

血

前

に

お

申

し

出

く

だ

さ

い

。 
 

・

採

血

時

に

ご

気

分

の

悪

く

な

ら

れ

る

方 

・

ア

ル

コ

ー

ル

消

毒

薬

や

ラ

テ

ッ

ク

ス

に

ア

レ

ル

ギ

ー

を

お

持

ち

の

方 
 

・

乳

房

切

除

手

術

を

受

け

ら

れ

た

方 
 

・

血

液

透

析

を

受

け

ら

れ

て

い

る

方 
 

◇

患

者

間

違

い

防

止

の

た

め

、

採

血

前

に

「

お

名

前

は

？

」

と

お

聞

き

し

て

、

フ

ル

ネ

ー

ム

を

名

乗

っ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

 

 

●

採

血

中

採

血

中

採

血

中

採

血

中

のののの

指

先

指

先

指

先

指

先

のののの

痛痛痛痛

み

や

し

び

れ

み

や

し

び

れ

み

や

し

び

れ

み

や

し

び

れ 

 

採

血

は

針

を

刺

す

行

為

な

の

で

無

痛

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

通

常

は

チ

ク

っ

と

す

る

程

度

で

す

。

指

先

に

し

び

れ

感

が

走

っ

た

り

、

強

い

痛

み

を

感

じ

た

時

は

、

我

慢

せ

ず

に

お

申

し

出

く

だ

さ

い

。 
◇

神

経

損

傷

に

つ

い

て 

 

肘

の

血

管

の

近

く

に

は

、

比

較

的

太

い

神

経

が

あ

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

神

経

を

刺

さ

な

い

よ

う

最

大

限

の

注

意

を

払

っ

て

お

り

ま

す

が

、

神

経

と

血

管

の

位

置

関

係

は

個

人

差

が

大

き

い

た

め

、

ご

く

ま

れ

に

神

経

に 
 

 

針

が

触

れ

て

し

ま

う

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

神

経

損

傷

は

約

一

万

～

一

〇

万

回

の

採

血

に

一

回

の

頻

度

で

起

こ

る

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

症

状

と

し

て

は

手

指

へ

広

が

る

し

び

れ

や

痛

み

の

持

続

な

ど

で

、

通

常

の

採

血

で

は

太

い 

神

経

の

断

裂

な

ど

の

可

能

性

は

低

く

一

時

的

な

場

合

が

ほ

と

ん

ど

で

す

。 
 

 

神

経

損

傷

が

起

き

た

場

合

は

、

最

善

の

処

置

を

行

い

ま

す

。

な

お

、

そ

の

際

の

医

療

は

保

険

診

療

と

な

り

ま

す

。 

 
 

●●●●

採

血

後

採

血

後

採

血

後

採

血

後

のののの

止

血

止

血

止

血

止

血

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て 

針

を

刺

し

た

場

所

を

三

分

間

し

っ

か

り

押

さ

え

て

下

さ

い

。

 

特

に

血

液

を

固

ま

り

に

く

く

す

る

薬

を

服

用

さ

れ

て

い

る

方

は

、

十

分

な

圧

迫

止

血

を

お

願

い

し

ま

す

。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

● 

採

血

採

血

採

血

採

血

にににに

関関関関

す

る

よ

く

あ

る

す

る

よ

く

あ

る

す

る

よ

く

あ

る

す

る

よ

く

あ

る

質

問

質

問

質

問

質

問 

ＱＱＱＱ

・

採

血

が

あ

る

時

、

食

事

は

抜

か

な

く

て

は

な

ら

な

い

の

？ 

ＡＡＡＡ

・

採

血

時

に

食

事

を

抜

く

場

合

と

抜

か

な

く

て

も

よ

い

場

合

が

あ

り

ま

す

。

採

血

の

目

的

に

よ

り

異

な

り

ま

す

の

で

、

食

事

に

関

し

て

は

担

当

医

の

指

示

に

従

っ

て

下

さ

い

。 

糖

尿

病

は

か

つ

て

空

腹

時

採

血

が

定

番

で

し

た

。

し

か

し

最

近

で

は

空

腹

時

の

採

血

は

減

っ

て

き

て

い

ま

す

。

直

近

の

食

事

の

影

響

を

う

け

な

いH
b
A

1
c

で

糖

尿

病

の

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

が

判

定

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

た

め

で

す

。

ま

た

食

後

血

糖

を

抑

え

る

こ

と

が

合

併

症

予

防

に

重

要

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

っ

て

き

ま

し

た

。

そ

こ

で

お

薬

を

内

服

し

て

食

後

に

採

血

し

て

い

た

だ

き

ま

す

。

食

後

の

血

糖

値

が

二

〇

〇

以

上

と

高

い

場

合

は

食

事

の

内

容

を

考

え

な

お

す

よ

う

に

し

ま

す

。

 

ま

た

糖

尿

病

の

薬

を

内

服

し

な

い

で

、

長

時

間

、

食

事

を

と

ら

な

い

と

、

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

を

乱

す

も

と

に

な

り

ま

す

。

以

上

の

理

由

に

よ

り

糖

尿

病

で

は

む

し

ろ

食

後

採

血

の

方

が

多

く

な

っ

て

い

ま

す

。 

 

ＱＱＱＱ

・

い

つ

も

飲

ん

で

い

る

薬

は

飲

ん

で

良

い

の

？ 

ＡＡＡＡ

・

食

事

を

摂

取

す

る

時

は

内

服

し

て

下

さ

い

。

食

事

を

と

ら

な

い

で

採

血

す

る

時

は

内

服

し

な

い

こ

と

が

多

く

な

り

ま

す

。

し

か

し

食

事

を

抜

く

時

間

が

長

い

場

合

に

は

高

血

圧

の

薬

は

内

服

し

た

方

よ

い

で

し

ょ

う

。

糖

尿

病

の

薬

の

場

合

は

食

事

を

と

ら

な

い

で

内

服

す

る

と

低

血

糖

に

な

り

え

ま

す

。

す

な

わ

ち

ケ

ー

ス

バ

イ

ケ

ス

と

な

り

ま

す

の

で

主

治

医

に

ご

相

談

下

さ

い

。 

 

ＱＱＱＱ

・

こ

ん

な

に

黒

い

色

の

血

で

大

丈

夫

？ 

ＡＡＡＡ

・

採

血

で

は

心

臓

に

戻

る

静

脈

血

を

採

っ

て

い

ま

す

。

動

脈

血

に

比

べ

て

黒

っ

ぽ

く

見

え

る

の

が

普

通

で

す

。 

 

ＱＱＱＱ

・

今

晩

お

風

呂

に

入

っ

て

も

大

丈

夫

？ 

ＡＡＡＡ

・

ま

っ

た

く

問

題

あ

り

ま

せ

ん

。 

 

採

血

に

関

し

て

ご

不

明

な

点

は

、

遠

慮

な

く

検

査

技

師

に

お

尋

ね

く

だ

さ

い

。 
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ま

ず

装

置

の

説

明

か

ら

い

た

し

ま

す

。

透

視

装

置

は

Ｘ

線

を

出

す

発

生

装

置

と

Ｘ

線

を

受

け

る

検

出

器

と

い

う

装

置

に

分

か

れ

て

い

て

、

そ

の

間

に

患

者

さ

ん

が

寝

る

寝

台

が

設

置

さ

れ

て

い

ま

す

。 

Ｘ

線

の

量

を

最

小

限

に

す

る

た

め

検

出

器

側

に

Ｘ

線

制

御

装

置

を

用

い

て

自

動

で

最

適

な

Ｘ

線

量

で

良

好

な

画

像

を

作

り

ま

す

。

こ

の

装

置

を

用

い

て

様

々

な

検

査

を

行

な

っ

て

い

ま

す

。 

   

 
今

回

は

透

視

検

査

の

中

で

、

検

診

な

ど

で

よ

く

行

わ

れ

る

胃

透

視

検

査

（

バ

リ

ウ

ム

検

査

）

に

つ

い

て

紹

介

し

ま

す

。 

 

胃

透

視

検

査

は

バ

リ

ウ

ム

を

使

用

し

て

胃

の

異

変

が

な

い

か

を

見

る

検

査

で

す

。

検

査

で

使

用

さ

れ

る

バ

リ

ウ

ム

は

硫

酸

バ

リ

ウ

ム

と

呼

ば

れ

る

重

晶

石

と

い

う

鉱

物

を

原

料

と

し

て

作

ら

れ

て

い

る

粉

末

を

水

で

溶

い

た

白

く

ト

ロ

ミ

の

あ

る

も

の

に

な

り

ま

す

。

こ

の

バ

リ

ウ

ム

を

飲

み

、

胃

の

内

壁

に

塗

り

つ

け

る

よ

う

に

体

を

回

転

さ

せ

撮

影

を

行

い

ま

す

。

そ

う

す

る

こ

と

で

胃

の

形

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、

粘

膜

の

異

常

も

発

見

で

き

、

ポ

リ

ー

プ

や

潰

瘍

、

早

期

の

胃

癌

も

見

つ

け

る

事

が

出

来

ま

す

。 

 

 

検

査

手

順

は

、

ま

ず

バ

リ

ウ

ム

を

飲

ん

で

い

た

だ

く

前

に

胃

の

動

き

（

蠕

動

）

を

抑

え

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

こ

れ

は

飲

ん

だ

バ

リ

ウ

ム

が

す

ぐ

胃

か

ら

十

二

指

腸

へ

流

れ

出

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

で

す

。

当

院

で

は

蠕

動

を

抑

え

る

薬

を

肩

に

筋

肉

注

射

し

て

検

査

を

行

な

っ

て

い

ま

す

。

次

に

胃

を

膨

ら

ま

せ

る

た

め

発

泡

剤

と

い

う

炭

酸

ガ

ス

に

な

る

顆

粒

（

細

か

い

粒

上

の

も

の

）

を

少

量

の

バ

リ

ウ

ム

で

飲

み

ま

す

。

炭

酸

ガ

ス

で

す

の

で

、

か

な

り

胃

が

張

っ

て

き

ま

す

が

、

胃

が

大

き

く

膨

ら

ん

で

い

な

い

と

胃

全

体

が

詳

し

く

観

察

出

来

な

い

為

、

ゲ

ッ

プ

の

我

慢

を

お

願

い

し

て

い

ま

す

。

そ

の

後

、

技

師

の

指

示

に

従

い

、

バ

リ

ウ

ム

を

飲

ん

で

検

査

を

行

な

っ

て

い

き

ま

す

。 

 

 

撮

影

終

了

後

は

、

う

が

い

を

し

て

口

の

周

り

を

き

れ

い

に

し

て

か

ら

、

下

剤

を

飲

ん

で

検

査

終

了

と

な

り

ま

す

。

下

剤

が

必

要

な

理

由

は

、

バ

リ

ウ

ム

は

粉

末

を

水

で

溶

い

た

造

影

剤

の

為

、

消

化

管

で

水

分

が

吸

収

さ

れ

る

と

粉

末

だ

け

が

残

っ

て

固

ま

っ

て

し

ま

い

体

内

か

ら

出

に

く

く

な

っ

て

し

ま

う

の

で

、

下

剤

の

服

用

が

必

要

に

な

り

ま

す

。

ま

た

、

帰

宅

さ

れ

て

か

ら

も

水

分

を

多

く

摂

取

し

て

い

た

だ

く

こ

と

を

お

願

い

し

て

い

ま

す

。

 

 

検

診

で

胃

透

視

検

査

を

行

な

っ

て

い

ま

す

が

、

受

診

す

る

事

で

よ

り

早

期

に

胃

の

異

常

を

見

つ

け

る

事

が

出

来

、

そ

の

結

果

早

く

治

療

す

る

こ

と

で

癌

な

ど

の

病

気

も

直

す

こ

と

が

出

来

ま

す

。

一

年

に

一

回

胃

透

視

検

査

受

診

を

お

勧

め

し

ま

す

。 
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休

憩

で

ひ

と

息

つ

き

た

い

と

き

、

一

服 

す

る

に

は

飲

み

物

が

あ

る

と

落

ち

着

き

ま

す

。

日

本

茶

、

紅

茶

、

コ

ー

ヒ

ー

と

い

ろ

い

ろ

あ

り

ま

す

が

、

眠

気

と

た

た

か

わ

な

く

て

は

い

け

な

い

時

に

は

コ

ー

ヒ

ー

を

口

に

す

る

人

が

多

い

と

思

い

ま

す

。 

現

在

、

コ

ー

ヒ

ー

の

材

料

で

あ

る

コ

ー

ヒ

ー

豆

は

そ

の

ほ

と

ん

ど

を

輸

入

に

頼

っ

て

い

る

外

国

渡

来

の

も

の

で

す

。

コ

ー

ヒ

ー

は

明

治

末

～

大

正

初

期

に

喫

茶

店

が

全

国

的

に

普

及

す

る

よ

う

に

な

り

庶

民

的

な

も

の

に

な

っ

て

き

て

い

ま

す

が

、

日

本

に

渡

っ

て

き

た

当

初

は

、

飲

み

物

・

嗜

好

品

と

言

う

よ

り

薬

と

し

て

の

効

果

に

注

目

さ

れ

、

取

り

扱

わ

れ

て

い

た

そ

う

で

す

。 

そ

れ

は

、

カ

フ

ェ

イ

ン

に

代

表

さ

れ

る 

ビ

タ

ミ

ン

や

ポ

リ

フ

ェ

ノ

ー

ル

な

ど

の

 

生

理

活

性

物

質

（

体

に

様

々

な

効

果

を

も

た

ら

す

成

分

）

が

多

様

に

含

ま

れ

て

い

る

た

め

で

す

。 

 

●

カ

フ

ェ

イ

ン

の

効

果 

眠

気

や

倦

怠

感

が

あ

る

時

に

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

む

事

で

意

識

が

す

っ

き

り

と

す

る

の

は

、

コ

ー

ヒ

ー

に

含

ま

れ

る

カ

フ

ェ

イ

ン

の

効

果

で

す

。

カ

フ

ェ

イ

ン

に

は

中

枢

神

経

を

覚

醒

さ

せ

る

作

用

、

血

行

を

良

く

す

る

こ

と

で

筋

肉

の

疲

労

感

を

と

る

作

用

が

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

胃

酸

の

分

泌

を

増

や

す

作

用

も

あ

る

の

で

、

胃

が

荒

れ

気

味

の

方

や

胃

の

病

気

を

し

た

方

は

多

量

に

カ

フ

ェ

イ

ン

を

摂

ら

な

い

ほ

う

が

良

い

で

す

。

最

近

、

体

脂

肪

が

気

に

な

る

方

向

き

に

、

特

定

保

健

用

食

品

（

ト

ク

ホ

）

の

コ

ー

ヒ

ー

が

販

売

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

こ

の

主

な

成

分

は

ク

ロ

ロ

ゲ

ン

酸

と

い

う

ポ

リ

フ

ェ

ノ

ー

ル

で

脂

肪

の

消

費

を

促

進

す

る

と

さ

れ

て

い

ま

す

。 

 

●

カ

フ

ェ

イ

ン

の

入

っ

て

い

る

飲

み

物 

コ

ー

ヒ

ー

の

他

に

は

、

コ

ー

ラ

、

緑

茶

、

紅

茶

、

コ

コ

ア

な

ど

に

も

カ

フ

ェ

イ

ン

が

 

含

ま

れ

て

い

ま

す

。

お

茶

に

含

ま

れ

る

カ

フ

ェ

イ

ン

は

、

量

が

コ

ー

ヒ

ー

の

約

三

分

の

一

で

あ

る

こ

と

と

、

お

茶

の

中

で

は

タ

ン

ニ

ン

 

と

い

う

苦

味

成

分

と

結

合

し

、

効

果

が

抑

制

さ

れ

て

い

る

の

で

作

用

は

穏

や

か

に

な

っ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

玉

露

な

ど

粉

末

に

し

た

茶

葉

を

そ

の

ま

ま

飲

む

も

の

は

カ

フ

ェ

イ

ン

含

量

が

と

て

も

多

い

の

で

注

意

が

 

必

要

で

す

。

お

茶

の

中

で

も

麦

茶

な

ど

茶

葉

を

使

用

し

て

い

な

い

も

の

は

カ

フ

ェ

イ

ン

が

無

い

の

で

そ

ち

ら

も

お

勧

め

で

す

。

 
 

 
 

 
 

カ

フ

ェ

イ

ン

が

苦

手

な

方

や

少

量

の 

カ

フ

ェ

イ

ン

で

も

強

く

反

応

し

て

し

ま

う

方

に

は

、

コ

ー

ヒ

ー

か

ら

カ

フ

ェ

イ

ン

を

 

除

去

し

た

カ

フ

ェ

イ

ン

レ

ス

コ

ー

ヒ

ー

や

、

た

ん

ぽ

ぽ

の

根

を

焙

煎

し

て

コ

ー

ヒ

ー

に

よ

く

似

た

風

味

を

持

た

せ

た

た

ん

ぽ

ぽ

 

コ

ー

ヒ

ー

な

ど

も

あ

り

ま

す

。 

     

●

飲

み

過

ぎ

に

注

意 

カ

フ

ェ

イ

ン

を

短

時

間

に

多

量

摂

取

す

る

と

頭

痛

、

吐

き

気

を

催

す

事

が

あ

り

ま

す

。

眠

気

覚

ま

し

や

、

ト

ク

ホ

だ

か

ら

と

効

果

を

期

待

し

て

飲

み

過

ぎ

な

い

よ

う

注

意

が

必

要

で

す

。

ま

た

就

寝

前

に

飲

む

と

目

が

醒

め

て

し

ま

い

、

不

眠

の

原

因

に

も

な

る

の

で

寝

る

前

に

は

控

え

め

に

し

た

ほ

う

が

良

い

で

す

。 
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●●●●

は

じ

め

に

は

じ

め

に

は

じ

め

に

は

じ

め

に

    

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

科

で

は

内

科

医

師

、

外

来

看

護

師

と

連

携

し

、

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

の

患

者

さ

ん

に

対

す

る

外

来

呼

吸

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

の

質

の

向

上

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

    

    

●●●●

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

と

は

と

は

と

は

と

は

    

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

と

は

タ

バ

コ

煙

を

主

と

す

る

有

害

物

質

を

長

期

に

吸

入

曝

露

す

る

こ

と

で

生

じ

た

肺

の

炎

症

性

疾

患

で

あ

り

、

喫

煙

習

慣

を

背

景

に

中

高

年

に

発

症

す

る

生

活

習

慣

病

で

す

。

 

わ

が

国

の

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

患

者

は

確

実

に

増

加

し

つ

つ

あ

り

、

四

〇

歳

以

上

の

人

口

の

約

八

％

、

約

五

三

〇

万

人

の

患

者

が

存

在

す

る

と

推

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

実

際

に

は

二

二

万

人

程

度

し

か

治

療

を

受

け

て

い

な

い

こ

と

か

ら

、

多

く

の

未

診

断

、

未

治

療

の

患

者

が

潜

在

し

て

い

る

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

症

状

は

坂

道

歩

行

や

階

段

昇

降

な

ど

、

身

体

を

動

か

し

た

時

に

息

切

れ

を

感

じ

る

「

労

作

性

呼

吸

困

難

」

が

特

徴

で

す

。

慢

性

の

咳

や

痰

も

特

徴

的

な

症

状

で

す

。

 

ま

た

、

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

は

肺

だ

け

の

炎

症

に

止

ま

ら

ず

、

全

身

の

炎

症

、

骨

格

筋

機

能

障

害

、

栄

養

障

害

、

骨

粗

鬆

症

、

心

筋

梗

塞

や

脳

血

管

障

害

な

ど

の

併

存

症

を

と

も

な

う

全

身

性

の

疾

患

で

あ

る

と

認

識

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

 

 

●●●●

呼

吸

呼

吸

呼

吸

呼

吸

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

と

は

と

は

と

は

と

は

    

呼

吸

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

と

は

非

薬

物

療

法

の

ひ

と

つ

で

、

薬

物

療

法

に

よ

り

症

状

が

軽

減

し

て

い

る

患

者

さ

ん

に

お

い

て

も

、

さ

ら

に

上

乗

せ

の

改

善

効

果

を

得

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

 

呼

吸

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

は

運

動

療

法

を

中

心

と

し

、

禁

煙

指

導

や

栄

養

管

理

な

ど

の

生

活

指

導

を

含

み

ま

す

。

 

当

院

で

は

運

動

療

法

を

理

学

療

法

士

が

実

施

し

、

禁

煙

指

導

や

急

性

増

悪

の

予

防

な

ど

の

生

活

指

導

を

外

来

看

護

師

が

担

当

し

て

、

外

来

の

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

患

者

さ

ん

へ

呼

吸

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

を

行

っ

て

い

ま

す

。

 

    

●●●●

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

がががが

必

要

必

要

必

要

必

要

なななな

理

由

理

由

理

由

理

由

    

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

の

患

者

さ

ん

に

と

っ

て

、

息

切

れ

は

活

動

性

を

制

限

す

る

大

き

な

要

因

と

な

り

ま

す

。

ま

た

、

活

動

性

が

低

下

す

る

こ

と

で

、

筋

力

や

体

力

の

低

下

を

招

き

、

さ

ら

に

息

切

れ

を

悪

化

さ

せ

る

と

い

う

悪

循

環

を

起

こ

す

こ

と

も

少

な

く

あ

り

ま

せ

ん

。

こ

の

よ

う

な

悪

循

環

を

断

ち

切

る

と

同

時

に

、

残

さ

れ

た

肺

の

機

能

を

最

大

限

に

生

か

す

た

め

に

は

呼

吸

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

が

有

効

で

す

。

 
 

ま

た

、

呼

吸

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

を

行

う

こ

と

で

、

活

動

量

が

増

し

、

生

活

範

囲

が

拡

が

る

こ

と

か

ら

生

活

の

質

の

向

上

も

期

待

で

き

ま

す

。

 

     

         

●●●●

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

にににに

対対対対

す

る

す

る

す

る

す

る

運

動

療

法

運

動

療

法

運

動

療

法

運

動

療

法

    

 

運

動

療

法

は

口

す

ぼ

め

呼

吸

、

腹

式

呼

吸

と

い

っ

た

効

率

の

良

い

呼

吸

法

の

指

導

、

息

切

れ

を

軽

く

す

る

動

作

の

指

導

、

胸

や

首

な

ど

呼

吸

に

必

要

な

筋

肉

の

ス

ト

レ

ッ

チ

方

法

の

指

導

、

弱

く

な

っ

た

筋

肉

に

対

す

る

筋

力

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

の

指

導

、

体

力

低

下

を

防

ぐ

た

め

の

全

身

持

久

力

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

の

指

導

を

行

っ

て

い

ま

す

。

全

身

持

久

力

の

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

は

、

六

分

間

歩

行

試

験

と

い

う

全

身

持

久

力

を

評

価

す

る

試

験

を

行

っ

て

い

た

だ

き

、

適

切

な

歩

行

速

度

や

歩

行

時

間

を

評

価

し

ま

す

。

 

 
 

                     

●●●●

終終終終

わ

り

に

わ

り

に

わ

り

に

わ

り

に

    

 

Ｃ

Ｏ

Ｐ

Ｄ

の

患

者

さ

ん

で

呼

吸

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

を

希

望

さ

れ

る

方

は

内

科

外

来

を

受

診

し

て

呼

吸

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

の

処

方

が

必

要

で

す

。

ま

ず

は

主

治

医

の

先

生

に

相

談

し

て

く

だ

さ

い

。
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退

院

時

ア

ン

ケ

ー

ト

に

記

載

さ

れ

た
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ハローホスピタル 89 号  12121212 

今後も皆様のご意見を参考に、 

より良い病院づくりを目指します。 

患者患者患者患者さんのさんのさんのさんの声声声声にににに    

おおおお答答答答えしますえしますえしますえします    

（（（（患者満足向上委員会患者満足向上委員会患者満足向上委員会患者満足向上委員会））））    



次号次号次号次号はははは

第第第第９０９０９０９０ 号号号号 平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 １１１１ 月月月月６６６６ 日日日日発行発行発行発行ですですですです。。。。

おおおお待待待待ちしてちしてちしてちして

おりますおりますおりますおります

患者満足向上委員会・広報委員会では、

当院に対する皆様からのご意見・ご質問など

（その他何でも結構です）お待ちしております。

院内に設置してあるご意見箱、または

E-mailでお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊ 各階談話室

玄関入口総合案内

連絡先 Tel 03-5988-2200（代表）

Fax 03-5988-2250

e-mail : info@nerima-hosp.or.jp

http://www.nerima-hosp.or.jp

お 知 ら せ

次号の特集は

○○○○ 新年新年新年新年のごのごのごのご挨拶挨拶挨拶挨拶

○○○○ ＭＱＩ（ＭＱＩ（ＭＱＩ（ＭＱＩ（医療医療医療医療のののの質向上活動質向上活動質向上活動質向上活動））））発表大会発表大会発表大会発表大会 開催報告開催報告開催報告開催報告



｢ハローホスピタル｣：第８９号 平成２５年 １０月１日発行 （年４回発行）

発行／編集 公益財団法人東京都医療保健協会 練 馬 総 合 病 院 広報委員会

当院へのご案内

〒〒〒〒176176176176----8530853085308530 東京都練馬区旭丘東京都練馬区旭丘東京都練馬区旭丘東京都練馬区旭丘１１１１----２４２４２４２４----1111

★診療科目★ 内科／外科／循環器内科／整形外科／皮膚科／泌尿器科

産婦人科／眼科／小児科／脳外科／リハビリテーション科／漢方内科

特殊外来（尿失禁外来・禁煙外来・睡眠時無呼吸症候群外来）

健康医学センター（各種ドック・健診）／結石センター

糖尿病センター ／創傷センター ／内視鏡センター／漢方医学センター

★受付時間★ 午前の診療受付

午後の診療受付

午前８時～午前１１時

正午～午後４時

★休 診 日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始

急患は年中無休で２４時間診療いたします

★２４時間救急受付★ 当直医常時３名体制 （内科／外科系／産婦人科）

★面会時間★ 午後３時～午後８時平日

土･日･祝日 午前１０時～午後８時

＊平日午後平日午後平日午後平日午後７７７７時時時時・・・・休日午後休日午後休日午後休日午後５５５５時時時時３０３０３０３０分以降分以降分以降分以降はははは夜間救急入口夜間救急入口夜間救急入口夜間救急入口になりますになりますになりますになります。。。。

☆新生児面会時間☆ 平日

土･日･祝日

午後３時～３時３０分 午後５時～午後７時

午前１１時～１２時

午後３時～３時３０分 午後５時～午後７時

新江古田新江古田新江古田新江古田

至池袋至池袋至池袋至池袋至所沢至所沢至所沢至所沢

日大芸術学部日大芸術学部日大芸術学部日大芸術学部

西武池袋線西武池袋線西武池袋線西武池袋線

都営大江戸線都営大江戸線都営大江戸線都営大江戸線

江古田江古田江古田江古田 東長崎東長崎東長崎東長崎

東京三菱東京三菱東京三菱東京三菱ＵＦＪＵＦＪＵＦＪＵＦＪ銀行銀行銀行銀行

旭丘文化通旭丘文化通旭丘文化通旭丘文化通りりりり

千川通千川通千川通千川通りりりり

武蔵大学武蔵大学武蔵大学武蔵大学

江古田江古田江古田江古田バスバスバスバス停停停停

ファミリーマートファミリーマートファミリーマートファミリーマート

練馬総合病院練馬総合病院練馬総合病院練馬総合病院

・・・・診療診療診療診療 問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ ０３０３０３０３－－－－５９８８５９８８５９８８５９８８－－－－２２９０２２９０２２９０２２９０

・・・・各種各種各種各種ドックドックドックドック、、、、健診健診健診健診 ０３０３０３０３－－－－５９８８５９８８５９８８５９８８－－－－２２４６２２４６２２４６２２４６

・・・・そのそのそのその他問他問他問他問いいいい合合合合わせわせわせわせ ０３０３０３０３－－－－５９８８５９８８５９８８５９８８－－－－２２００２２００２２００２２００（（（（代表代表代表代表））））

ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ ０３０３０３０３－－－－５９８８５９８８５９８８５９８８－－－－２２５０２２５０２２５０２２５０
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